東北電力
～データから見る脱原発の可能性～
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１．研究動機 
まず研究動機です。 
東北地方では、３月１１日に発生した東日本大震災の影響が日本国内で最も大きく、津波の被害も甚大でした。震災から約半年経った今でも電力が復旧していない地域が存在しております。東日本大震災の影響で福島原子力発電所が大きな被害を受け、日本全国で節電への取り組みが始まりました。そこで私たち2班は、東北地方での震災前後の電力の需要量の推移を調べ、脱原発は可能なのかについて検討すべく、研究のテーマにしました。

２．企業概要
	会社名
	東北電力株式会社

	代表者
	取締役社長　海輪　誠

	設立
	１９５１年５月１日

	売上高
	１兆５,５８０億円（２０１０年度）

	供給区域
	東北６県・新潟県

	従業員数
	１２,７２４名
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３．原子力発電所について 
次に、原子力発電所について説明致します。 
東北電力管内の原子力発電所は東通原子力発電所と女川原子力発電所の２か所です。 
まず、東通原子力発電所について説明致します。東通原子力発電所の所在地は、青森県下北郡東通村です。この発電所は、東北電力と東京電力の2社が、敷地を保有しております。そのうち、東北電力管内には営業運転が可能な発電機１機と計画中の発電機１機の合計2機があります。1号機は、運転開始が2005年、出力（供給能力）は110万ｋｗです。また、計画中である2号機の出力（供給能力）は138.5万ｋｗ、運転開始は2021年度以降の見込みとなっていました。しかし、東日本大震災の影響で今後どうなっていくのかは未定となっております。



３．原子力発電所について 

次に、女川原子力発電所について説明致します。 
女川原子力発電所の所在地は宮城県牡鹿郡(おしかぐん)女川町(おながわちょう)です 。営業運転が可能な発電機は合計3機あります。1号機は運転開始1984年、出力（供給能力）は52.4万kw。2号機は運転開始1995年、出力（供給能力）は82.5万kw 。3号機は運転開始2002年、出力（供給能力）は82.5万kwです。これら３機の合計出力は217万ｋｗで、この量はほぼ宮城県全域の電力をまかなうことができます。

４．発電方式別の電力割合

次に、東北電力管内の各発電方式別の電力割合に関して説明致します。 
 
こちらは前年の供給能力のグラフです。東北電力管内の供給能力は1648万kwです。 
そのうち原子力発電に約3割（約330万ｋｗ）依存しておりました。 
そして、こちらは今年の夏（東日本大震災発生後）の供給力のグラフです。現在、原子力発電所は２箇所とも停止中です。火力発電所は震災直後から、太平洋側を中心に７機停止中。水力発電所は、7月末の新潟・福島の集中豪雨などの被害を受け、２１カ所運転を停止しました。そのため、供給能力の４２％が供給不可となりました。新エネルギーの太陽光発電・風力発電は、天候に大きく左右されることもあり、安定供給が出来ません。そのため、供給力に対する期待度が低いことが言えます。 先ほどあげた要因から、今年の夏の東北電力管内の供給力は前年の供給能力1648万kwと比較し、約4割供給出来ておりません。その結果、今年の夏の供給力は1264万kwとなっております。
では実際にどのくらいの電力需要があったのでしょうか。

５．東北電力の推移


こちらは今年の8月の最大供給力と最大需要量を表したグラフです。 
今年の夏、最大需要量を記録した日は9日で1246万kwです。 
先ほどのスライドで示した円グラフのように、震災後の東北電力管内の供給力は1264万kwであったため、9日に関しては、東北電力管内の供給力だけではとても厳しい状況にありましたが、東京電力などからの融通電力約140万kw分を含め、東北電力の供給力は1303万kwとなりました。 
翌日10日は9日の需要量が逼迫（ひっぱく）した現状を受けたことと気温上昇の懸念があったため、東京電力から緊急で170万kwの電力融通を受けることとなりました。その結果、10日の供給力は融通分も含め、1347万kwとなりました。（需要量は1239万kw）
前年の最大需要量1557万kwを記録した日と今年の夏の最大需要量を記録した9日を比較すると、約311万kw減少し、割合にして約20％の電力を抑えることが出来ました。 
では、次に電力融通について詳しく見ていきます。

５．東北電力の推移



こちらは今年の8月4日から東北電力が融通してもらった電力量の推移を表したグラフです。 
東北電力は計画停電を回避するために北海道電力、東京電力から電力の融通を受けました。 
最も電力融通を受けた8月10日は、 
東北地方の最高気温が33.7℃になるとの見込みがあり、東北電力では電力需要量が1290万kwに達すると推測しました。 
1290万kwという需要量の推測は、今年記録した最大供給力1264万kwに足りていません。 
そのため、東京電力などから緊急で170万kwの電力融通を受け、この日の東北電力の供給力は、融通分も含めて、1347万kwとなりました。 
融通電力の詳細は、東京電力から融通電力140万kw、それに加えて北海道電力から東京電力に送電されている60万kwのうち、30万kwが、東北電力に融通される形となりました。 
また、北海道電力は、東北電力の要請により11月末まで電力融通を行うことを決定致しました。12月については、現在検討中だとのことです。

５．東北電力の推移

こちらのグラフは前年と今年の夏の最大電力需要量が多かった日の需要家別割合を表したグラフです。 
ご覧の通り、前年と今年の夏の最大需要量はそれぞれ1557万ｋｗ、1246万kwとなっております。  
まず、前年の最大電力需要量を記録した日の需要家別詳細に関して見ていきます。 
大口は約490万ｋｗ、小口は約660万ｋｗ、家庭は約410万ｋｗの需要がありました。 
前年の最大電力需要量1557万ｋｗに比べ、今年の夏は約20％減少し、量にすると約311万ｋｗ減少の1246万ｋｗ使用となっております。 
大口では前年に比べ約18％減少し、需要量は約400万kw、 
小口では前年に比べ約20％減少し、需要量は約530万kw、 
家庭では前年に比べ約22％減少し、需要量は約320万kwでした。
大口が前年に比べ約18％減少した理由は、（電気事業法第２７条の使用最大電力の制限による）一律１５％削減政策や震災の影響で工場自体が復旧していないということが考えられます。 
小口・家庭のそれぞれが、前年に比べ約20％減、22％減少した理由は、震災の影響や気温の影響が顕著に表れた結果ではないかと考えられます。
特に家庭では、東日本大震災の影響で他県に避難、または、移住した人々が多数いることがこのような結果につながったのではないかと考えられます。 
では、この差はどこから生じたのでしょうか。


５．東北電力の推移
先ほどのスライドで説明したように、前年と比べ今年の夏の最大電力需要量は約311万ｋｗ減少となりました。
減少要因の内訳は、節電効果で約110万ｋｗ、震災の影響約130万ｋｗ、気温の影響で約70万ｋｗ減少となっております。 
節電効果、震災の影響については、大口に対する15％の電力使用制限令、震災の影響で企業による事業の再開が進んでいないことなどが考えられます。 
気温の影響については、前年の最高気温が35度、今年の最高気温が32,8度であったように、今年の気温が前年より低く、冷房需要が減少したためと考えられます。

６．考察・展望 

次に、考察・展望です。 
私たちは、今回の報告で指摘した通り8/9を始めとする数日は非常に厳しい電力供給状況であったということと、東日本大震災からの復興をした時に電力供給が本当に足りるのかという懸念があることなどから、脱原発を行うことは容易ではないと考えておりました。
しかしながら、今回の研究で今年の夏、女川・東通両原子力発電所の稼働なしでも電力供給の維持が出来たことから、今年の夏以降も脱原発が可能ではないかという結論に至りました。 
その背景には、今年の夏、電力供給が逼迫しても東京電力などから電力を融通してもらうことで、危機を乗り越えられたという事実があります。 
さらに9/30東北電力から発表された、今後の火力発電所復旧状況および見通しのプレスリリースを参照すると
東北電力管内では、今年の冬までに火力発電所の復旧により供給能力にして合計約160万ｋｗもの電力が復旧見込みであると発表されています。 
  
東北電力の発表通りに火力発電所の復旧が進んでいけば今年の冬、東北電力管内では東京電力などからの最大融通電力170万ｋｗと火力発電所の復旧により供給可能になる約160万ｋｗの合計約330万ｋｗが新たに供給可能となります。 
この数値は今年の夏減少した電力量の約311万kwを上回るため、前年の最大電力需要量1557万ｋｗと同水準の需要量の予測が出たとしても対応が可能になります。 
更に東北電力から発表された火力発電所の復旧見込みを参照すると、来年の夏頃には合計約330万ｋｗにプラスして約150万ｋｗもの電力が新たに供給できると発表されています。そのため、安定供給が可能になるのではないかと考えております。 
これらプラスの側面から見れば、決して脱原発を行うことは不可能ではないと考えております。
今年の夏のような努力を続けていくことで将来的に、東北電力管内で脱原発を達成する日が来るのではないでしょうか。） 
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